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生徒の理解度に合わせ、補習等を実施しながら学力向上を支援する 3.4 3.3 3.3

家庭学習習慣や定期試験前学習習慣の定着を進める 2.9 2.7 3.3

資格指導・検定試験に向けての指導・支援を行う 3.5 3.4 3.7

資格・検定試験に意欲的に取り組んでいる 3.4 3.1

インターンシップや企業見学事業を充実させ進路意識を育成する 3.6 3.5 3.7

成果発表の場やさまざまな競技会に生徒を参加させ、生徒のモチベーショ
ンを高揚させる 3.4

教材や補助プリント、ICT機器を利用し、工夫した授業を行う 3.4 3.1 3.3

公開授業や生徒の授業アンケートを活用し、授業改善に努める 3.2 3.0 3.1

企業・進学説明会等の各種イベントを用いて、進路選択・決定を支援する 3.4 3.3 3.4

進学・公務員補習、就職面接指導等で個々の生徒への支援を行う 3.5 3.3 3.4

習熟度別(Z)クラスとコース制で、生徒個々の意欲や学力を高める支援を行
う 3.4 3.3 3.2

地域におけるボランティア活動や集団活動で社会貢献を進める 3.4 3.2 2.9

実習、課題研究、卒業設計等で生徒の探究力・プレゼン力を育成する 3.5 3.3 3.4

学園祭、球技大会、委員会活動を通じて生徒の自主的な活動を支援する 3.5 3.5 3.4

スクールカウンセラーや外部専門機関と連携して支援を進める 3.4 3.3 3.3

健康観察、保健室指導、保健だより等で生徒の健康意識を育成している 3.6 3.3 3.5

教員間の情報共有や連携を図り、特別支援教育を進める 3.4

遅刻・頭髪・服装の指導を日常的・定期的に行う 3.6 3.7 3.2

挨拶指導や接遇指導を日常的・定期的に行う 3.3 3.3 3.2

自転車点検、街頭指導、実習指導、避難訓練等で安全意識を育成している 3.5 3.4 3.4

綿密な計画を立て、生徒が充実感・達成感を感じるような活動にする 3.5 3.3 3.3

部活動を通じて人と協調することや規範意識を高める 3.4

各種講演会等を計画的に実施し、道徳教育を進め、人権意識の育成を行
う 3.4 3.1 3.3

ホームルーム活動や通信の発行で、啓発活動を行う 3.4 3.1 3.3

学校生活の充実 出雲工業高校に入学して良かったと思っている 3.5 3.7 A

・基本的な人間力、工業に入って良かったと胸を張って卒業し進学や就職の
次のステップへ向かってもらいたいと思います。

出工コンソーシアム
の推進

地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進する 3.3 A

・企業や行政、市内の施設などと連携を取りながら課題解決型学習に取り入れることができた。今後も連携先や関わり方
を検討していきたい。

・外部との関わり連携は大切ですので、今後も継続して欲しいです。

A

・地域の人材を活用したものづくり、地域貢献に向けたものづくりの推進に努める。
・今後も地域と連携した活動を継続して実施していきたい。
・今後も地域と連携を取りながら問題解決型学習や出前授業に取り組んでいきたい。

学習評価方法の構築 新教育課程を踏まえた評価方法を構築する 3.0 B

・新教育課程にいては決定している。代替科目について、内容を改めて確認しておかなければならない。
・観点別評価が実施され、ルーブリック表を各教科で作成する必要がある。

・評価の方法について改善計画に期待する。

A

・１年間実施した結果を再度教科内で検討を続け、情報共有を図る。

一日体験入学、オープンスクールや中学生保護者への説明活動を充実させている 3.5

広報誌・HP・マスメディアを活用し、広報活動を充実させている 3.3 3.2 3.2

自己評価の区分　　A：よくできている（3.2以上～4.0未満）　　　 　B：概ねできている（2.6以上～3.2未満） 強調文字は昨年度より評価の上がったもの

　　　　　　　　　　　   C：やや不十分である（2.0以上～2.6未満）　　D：不十分である（1.0以上～2.0未満） 下線文字は昨年度より評価の下がったもの

A A
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入学者数確保の取組
み

・各学年の生徒の実態や現在起こっている人権課題を勘案したHR活動を心がける。
・教職員研修では、様々な分野について学べるよう配慮する。
・タブレットについての問題が今後出てくると思う。学校としての使い方や注意点の検討が必要であると感
じる。
・タブレット端末を校内で使用する状況で、ホームルーム活動などで年度の早い時期に情報リテラシーと
絡めた指導を行う必要があると思われる。入学時だけでなく、定期的に行う必要がある。
・生徒にとっての身近な事例をあげ、普段から他者を思いやれるような指導をこころがけていく。

A

・体験入学・オープンスクールでは、中学生の進路選択に多大な影響を及ぼす重要な機会であるため、受け入れ人数に
制限はあったが、各科で工夫して受け入れ枠を広げていただいた。
・ホームページを利用した広報活動において、実習内容なども積極的に取り上げ充実させる。また、マスメディアの活用も
積極的に行う必要がある。
・専門高校合同説明会が中止となったが、来年度は実施され、本校の様子のアピールに繋げたい。
・体験入学、オープンスクールでは建築科の取組や進路先の説明に加え、女子の活躍の場が工業にあることをアピール
できた。

・ものづくりに興味をもっている子どもたちに工業高校の魅力が上手く伝われ
ばきっと入学希望者は増えていくように思っている。
・広く工業の良さをアピールしてください。
・出雲工業高校の魅力発信を積極的に実施しておられると思います。

・体験入学やオープンスクール、中高連絡会などを通して中学生および保護者や中学校の教員に対して
も本校の教育活動を理解してもらい、その特徴をアピールする。
・体験入学など保護者の参加や見学を実施し、本校の教育活動の理解に繋げていく。
・ホームページを活用し、工業高校の取り組み状況の情報発信を増やしていく。
・体験入学、オープンスクールを通して専門教科の内容と多様な就職先を紹介し、科の魅力をアピールす
る。
・コンソーシアム、出前授業などで積極的に魅力をアピールする。
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基本的生活習慣の確
立

A

・遅刻頭髪服装及び登下校のマナー指導については、一定の効果があり、落ち着いた学校生活につながっている。頭髪・
服装指導では、大半の生徒がルールを守っているが、日々の生活の中での継続指導が必要である。また、現状に会わせ
た校則の見直しを検討中である。
・自転車点検、毎月の鍵かけ運動と併せて安全意識は育成できた。
・ルールを守り生活することが出来た。服装の指導などは、学年会としてもっと統一した指導がもっとできれば良かった。
・頭髪・服装指導では、一部の生徒が不合格となっており、普段からの規則に沿った継続的な指導が必要であるが、時代
に合うような規則の見直しも必要である。
・大半の生徒は規律正しい生活を送っていたが、特に２学期以降、一部で時間にルーズであったり、服装や頭髪に乱れが
あったりする生徒もあった。個別に指導を繰り返すことで改善されたものも多くあったが、そうならなかったこともあった。進
路決定したからといってルーズになるのではなく、より一層の緊張感を持たせるための方法を考える必要がある。

・社会生活においてとても重要なことであり、何故必要かを伝えていくことが
大切だと思います。今後も継続してお願いします。
・校則も時代に合った見直しが必要と思う。
・駅で、登下校時の様子を見ているが、目立って悪い生徒はなく、他人に迷惑
をかける事象もない。

人権教育の推進 A

・学年会の先生方のご協力により、各種講演会、ホームルーム活動、通信の発行を、計画的に実施してきた.今後さらに発
展的に啓発活動を進めていく必要がある。
・(1年学年部)ホームルーム活動のなかで自分を見つめ直す、良い機会が出来た。新しい自分を発見し、様々な行動が出
来るような指導をしていきたい。
・(2年学年部)HR活動で人権問題に対して啓発活動をした。普段から、他者を思いやれるような指導をしていきたい。
・(3年学年部)就職差別などの身近な差別を題材にした人権教育をホームルーム活動で行ったが、各々が自分の身近な
事として真剣に考えることのできる良い機会となった。普段の生活においても、他者を傷つけない、大切にするという意識
はしっかりと持てているが、自分の行動によって期せずして他者に迷惑をかけてしまうといった場面はいくつか見られた。

・定期的に学びの機会を設けておられ、熱心な取組であると感じる。
・人権教育は今後ますます重要になってきます。継続した取組をお願いしま
す。

・日々の活動の中で、挨拶、服装、頭髪指導の目的を説明し、基本的生活習慣の確立を促す。
・タブレットについての問題が今後出てくると思う。学校としての使い方や注意点の検討が必要であると感
じる。
・服装や頭髪の指導において、全ての教員が共通の認識を持って指導にあたる必要がある。規定が改め
られたタイミングで良い機会になるのではないかと思われる。
・頭髪、服装指導では、本校の規則にそった指導をおこなうだけでなく、社会人としての観点を踏まえ指導
する。

部活動の推進 A

・制約が少なくなってきてはいるが、各部が活動しやすい環境づくりを心がけたい。また、各部活動の練習計画についても
検討したい。

・部活動で自己実現を図る生徒も多くいることと思う。教職員の皆様には多忙
な中でのご指導となるが、よろしくお願いしたい。
・集中して取り組める環境が整備されていると思います。

A

A

・HP等を活用し、日々の活動や大会結果などを周知する。

A

・学校全体で課題研究発表会が実施されたのは非常に良かった。
・地域との交流を大切にしておられ素晴らしいことだと思いました。
・コロナ禍で一番難しいところであると思いますが、コミュニケーション力向上
には欠かせないことであるので、継続してほしいです。
・生徒が主体的に取り組むことで、大きな成長につながっていると思います。

・HP等を活用し、ボランティア活動、生徒会活動の様子を広く周知する。
・課題研究において、地域の方との交流を積極的に行い、生徒のコミュニケーション力を向上させる。
・課題研究を通して、地域と連携した取り組みを進めていく。

生徒支援の充実 A

・支援の必要な生徒について、ＳＣ、IｰRoom等につなぐなど校内外と連携しながら支援することができた。
・毎日の健康観察では、1年生は端末から入力できるようにした。来年度からは１，２年生で端末を活用する。該当学年で
は生徒朝礼での配付・回収の手間を省くことができた。
・保健委員会による毎日の昼の放送により、換気や黙食を促した。昼休み以外の時間の飲食についても注意喚起が必要
である。
・(1年学年部)タブレットの活用出来る教材を多く使うことが出来た。ホームルームなど積極的に活用出来た。
・(2年学年部)学年部会を定期的に開催し、学年の生徒の情報を共有することで、生徒指導に活かした。
・(3年学年部)学級閉鎖が２回起こったクラスがあった。学年部として、マスク着用や黙食などの行動についての指導や感
染症対策の意識を高める指導が十分ではなかったといえる。

・特別な支援を必要とする生徒さんへの引き続きのきめ細やかな対応を期待
する。
・2学期からの保健室利用が極端に増えている。問題を整理し、細かな対応
が必要と感じる。
・健康観察の端末入力は、惰性にならないか心配の面もある。

・支援を要する生徒について、ＳＣ、Ｉ-Roomとの連携を継続するとともに、新年度より指定を受ける「学校・
福祉連携モデル事業」を上手く活用し、社会福祉士にも助言を受けながらきめ細かな対応をしていく。
・感染症対策のあり方が転換されていくことが予想されるが、換気、手洗い、手指消毒については継続して
呼びかけていく。
・毎朝の健康観察は元気で出席している生徒がタブレットを用いて送信しているため、惰性になりやすい
原因であると感じた。各家庭での朝の健康管理を徹底することが大事だと感じた。
・個人面談などは担任がメインで行われているが、その記録を大勢で共有できるようにすることで、担任が
抱え込まず、また早期に問題等を発見することにつながると思われる。また、生徒支援委員会について、
それに挙げるか否かが担任によって温度差があり、クラスによって対応が異なるといったことが懸念され
る。保健教育相談部と担任・科・学年部が連絡を密に取り合う状態を作る必要があると思われる。
・学年会を定期的に開催し、学年の生徒情報を共有することで、生徒支援にいかす。

・IＣＴ機器を利用して、様々な進路指導に取り組む。
・売り手市場の中、就職・進学とも様々な情報を提供する。
・進路に関して、広く知った上で決定出来ていないように感じる。１年次から、進路の選択肢が増えるよう
指導していきたい。
・　「近いから」「簡単そうだから」などの理由ではなく、「自分の適性を活かす」「自分がやりたいことは何
か」などの観点で進路決定をしてもらいたいと思う。企業見学や企業説明会などの良い機会はたくさんあ
り、それについてその都度、わかったことや感想などを書くようなレポートも作成しているが、その作業に
「自分だったら…」という見方が十分に持てていないように感じる。例えば「今回見学した・話を聞いた企業
のうち、自分だったらどこに就職したいか、またそれはなぜか？」などのような活動で「（現時点での）決定」
の作業を繰り返すことで、３年次に慌てることも軽減できるのではと考える。
2年学年会・教員間での報告、連絡、相談を密にし、協力しながら、生徒への進路指導をおこなう。
・教科によってはティームティーチングなどをおこない、生徒の学習意欲を高めているので、引き続き教科
での工夫を行っていく。
・特に1年生では学年末に課題学習発表会を行っており、保護者の参観を実施することで、学びの意欲や
発表の仕方などを身に付けることで、コミュニケーション力、プレゼン力の向上につなげる。

体験学習の推進 A

・ボランティア予算を設け、様々な活動を下支えする態勢を整えているので、さらなる周知を図って活動の広がりをねらい
たい。
・中学生の体験入学、オープンスクールでは生徒が各体験コースの講師、補助員をつとめ、コミュニケーション能力の向
上につながった。

A

A
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個に応じた進路指導
の徹底

A

・企業説明会（全学年５月）、進学説明会（３年７月）を実施した。また、１、２年進路説明会（３月）（２年生は就職・進学別）
を計画している。各行事により、早期の進路選択を促している。
・３年進学補習は数学15名、英語18名、国語17名が受講。結果として、国公立大学２名、私立大学２０名、短期大学２名、
各種学校２６名が合格した。また、公務員模試は、３年生で６回実施し、県警察官２名、県職員２名、自衛官１名が合格し
た。就職では自営を含め、９５名が内定した。
・（1年学年部）各学期の面談など、生徒個人個人と向き合う時間を作ることができた。学校生活だけでなく、進路に関する
面談を今後は増やして行きたい。
・(2年学年部)インターンシップ、企業見学などの進路選択のために重要となる行事を実施したり、個人面談を通して進路
選択についての話し合いをした。
・(3年学年部)ほぼ全ての生徒が、高校卒業後の就職・進学先が決まっている、今後の目標を持てているという状態で卒
業を迎えることができた。ただ、早い段階で目標設定ができている生徒は多くなく、進路意識を高めるための指導や行事
の活用が十分ではなかったといえる。
・進路希望や興味・関心によってコースを選択し進路実現に向け学習に取り組めるようになっている。専門コースは建築
科のみ選択できる状況である。
・教科によっては、ティームティーチングやＺクラスなど各生徒に対応した支援で、生徒の学習意欲を高め良い成果を挙げ
ることができた。

・コロナ禍であっても生徒たちの将来をきめ細やかに考え、対応しておられる
教職員のみなさんに敬意を表します。
・教職員評価よりも生徒評価の方が高いことに注目しています。
・幅広い進路選択ができる取組が実施されていると思います。今後もより多く
のニーズが出てくることも考えられますので、柔軟な対応をお願いします。

A

A

A

・日頃の授業の取り組みや小テストなどを大切にした上で定期試験、家庭学習への取り組みに繋げてい
く。
・事前調べなど一人一台端末を使用した課題の配信を増やすなど、家庭での学習に繋げるようにする。
・ＩＣＴ支援員を活用し、教員が一人一台端末を活用できるようにする。
・タブレットの活用について、授業に使う習慣、家庭学習をする習慣、連絡事項を確認する習慣など毎日
使うツールになるような工夫が必要だと考える。各授業担当、分掌で検討してほしい。
・１，２年生に関してはタブレット端末があるので、課題などへの取り組みがタブレット上、ネットワーク上で
完結できるものが作りやすいと思う。一方で、３年生に関してはおそらくほとんどの生徒がスマホで課題な
どの確認はできたとしても、その作業をスマホ上で行うというのは難しいと考えられる。しかし、そもそも
Classroomへの登録が不十分であったり、ログインをほとんどしないといったことから指示が行き届かない
という問題が考えられる。例えば、時間割の変更の連絡などをClassroomで行うなど、毎日ログインしなけ
ればならない仕掛けを作ることで、問題の解決に近づくことができるのではないかと考える。
・Classroomなどを用いて課題を作成し、家庭でも学習に取り組めるようにする。

ものづくり教育の推
進

A

・インターンシップ（２年）、企業見学（１、３年と建築科２年）を実施し、進路意識を向上させた。建築科以外の２年生はコロ
ナ感染症により県内企業見学を実施することができなかった。
・「いずも未来博」では、数年ぶりに木工体験を実施できた。全体で表彰を受けるなど、生徒にとってよい経験となった。
・市民会館で４科合同の課題研究発表会を開催し、他科の活動にも触れることができた。

・課題研究はそれぞれの発表がすばらしい。実績をさらに積み上げられること
を期待するとともに、広く情報発信されることを望む。
・他科の活動を知る機会となり良かったです。高校選択の参考になるよう中
学生にも「工業」を知ってもらえればと思います。
・市民会館での課題研究発表会は、プレゼン力向上に役立つとても良い取組
と感じた。
・コロナ禍で多くの制限がある中で、苦慮されたと思いますが、その中でも生
徒の主体性を育む取組が実施されていると思います。

・インターンシップ（２年）、企業見学（全学年）を例年どおり実施する。
・いずも産業未来博に継続して取り組んでいく。より多くの参加者に木工体験をしてもらうため、製作キット
の数を増やす。
・旋盤、溶接など実技の伴う資格についても充実を図る。
・ものづくりコンテストへの取り組みを継続して実施する。
・今後も生徒の主体性を育む取り組みを実施し、生徒のコミュニケーション能力やプレゼン力を向上させた
い。

・一人一台端末については、トラブルなどが起こらないように利用について再確認をおこなう。
・端末で使用できるアプリなどが増えてきているので、ＩＣＴ支援員を活用し有効利用に繋げる。

向
か

っ
て
い
く
学
力
の
育
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基礎学力の向上 A

・本年度も定期試験前の放課後学習を継続して行った。学習習慣の定着を目指して実施しているが、家庭学習の習慣へ
のつながりは薄い。
・定期試験前における家庭学習調査では、学習時間を確保している様子が見られるが、十分に成績に反映されていない
ように感じる。
・３年生の１学期は進路決定に向け、学習に取り組む生徒が多かった。昨年度に比べ全体的に成績不振者が少なかっ
た。
・１人１台端末を活用し、課題の配布などから家庭学習の取り組みに繋げる必要がある。
・教科により支援の必要な生徒には、担当の教員に補習実施の依頼をした。また、感染症による欠席者には、家庭学習
に取り組むよう各教科の課題を配布した。　今後もスムーズに補習を実施するために、支援の必要な生徒の情報を、各教
科担当と担任が共有しておく必要がある。また、課題をスムーズに配布、回収できるように、クラスルームなどを普段から
利用する必要がある。
・定期試験、一斉テストなどに向けた課題への取り組みや提出状況については概ね良好であった。一方で自力で理解を
深めることの難しい生徒への支援の仕方について、放課後学習のあり方も含め、再考の余地があるように感じる。今年度
も感染症による学級閉鎖や自宅待機しなければならない生徒があったが、それらに対する手当てが十分ではなかった。
Classroomの円滑な活用の仕方について考えなければならない。

・実習の様子や国家資格試験など生徒たちのがんばりを感じる。基礎基本が
十分身についていることが推察される。
・各々の学力ペース等に応じた指導に端末を活用できたら良いかと思いま
す。
・家庭学習について保護者が2.7と低い評価である。端末を利用し、家庭学習
を増やしていくべき。
・今年度の１年生から一人一台端末の活用がスタートし、今後に期待できる
取組と感じている。
・リモート学習にも展開できれば、これからの社会で役に立つと思う。
・生徒の学習に対する意識の向上は、今後も大きな課題であると思います。
学習習慣の定着に向け、今後も創意工夫した取組をお願いします。

主体的・対話的で深
い学びの推進

A

・生徒１人１台端末の導入に伴い、ICTを活用した授業づくりの取り組みが始まり、教科によっては活用の機会が増えてき
た。来年度はさらに多くの生徒が使用するため、さらに活用の工夫が求められる。リモート授業も対応できるようにしておく
必要がある。
・「生徒による授業評価」を各教科担当で実施した。アンケートを基に来年度の改善に努める必要がある。
・研修以外において公開授業が出来なかった。

・一人一台端末を今後さらに活用してもらいたいと思います。特にトラブルが
なかったと伺い、安心しました。
・更なる端末の有効利用が必要と感じる。
・ICTを利用した授業の更なる拡充を期待しています。

令和４年度学校評価 島根県立出雲工業高等学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

改善策
中期経営目標 令和４年度重点目標 達成のための方策 コメント 評価

学校教育目標
人格の形成をめざし、国家及び社会の形成者としての必要な資質を養うとともに、工業に必要な基礎的・基本的な知識、技術及び技能を身に付けさせることを目標とする


